
　

令
和
八
年
度
会
報
の
発
刊
に
あ
た

り
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
当
会
関
係
者
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
多
大
な
る
ご
支
援
と

ご
指
導
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
は

会
の
運
営
に
格
別
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
諸
行
事
を
滞
り
な
く
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
重
ね
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
一
般
社
団
法
人
全
国
文

化
財
壁
技
術
保
存
会
と
し
て
二
年
目

を
迎
え
、
他
の
文
化
財
建
造
物
保
存

会
様
と
の
交
流
も
一
層
充
実
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
我
が
国
の

文
化
財
建
造
物
の
保
存
・
継
承
に
伴

う
後
継
技
能
者
の
育
成
に
、
共
に
取

り
組
む
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
証
で

あ
り
、
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
会
の
会
員
数
も
増
加
し
、

各
行
事
に
多
く
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
、

盛
会
裡
に
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
を

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

研
修
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
基
礎
講
座
で
あ
る
初

級
研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
八

月
と
十
月
の
二
回
に
分
け
、
各
五
日

間
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

中
級
試
験
は
七
月
に
二
日
間
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

　

初
級
研
修
で
は
、
一
日
目
に
姫
路

城
城
郭
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
講
義
を

行
い
、
姫
路
城
の
歴
史
や
特
徴
を
学
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ん
だ
後
、
修
理
現
場
の
見
学
を
通
じ

て
同
城
な
ら
で
は
の
工
法
を
学
習
し

ま
し
た
。
二
日
目
に
は
材
料
・
工
具

の
製
造
所
の
見
学
と
講
義
、
三
日
目

以
降
は
会
員
事
業
所
に
て
土
間
た
た

き
・
版
築
工
法
の
実
技
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

中
級
研
修
で
は
、
七
月
十
九
日
に

講
義
、
翌
日
に
筆
記
試
験
を
実
施
し
、

六
名
の
受
験
者
の
う
ち
五
名
が
合
格

い
た
し
ま
し
た
。
本
研
修
は
、
将
来

文
化
財
修
理
現
場
で
指
導
者
と
し
て

活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
十
月
六
日
か
ら
の
後
期

研
修
で
は
、
一
日
目
に
材
料
の
土
採

取
現
場
お
よ
び
上
塗
り
土
製
造
業
者

の
見
学
を
行
い
、
壁
土
採
取
の
困
難

な
現
状
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
二

日
目
に
は
文
化
財
建
造
物
の
現
地
見

学
を
通
じ
て
施
工
法
や
材
料
選
定
な

ど
の
研
修
を
行
い
、
三
日
目
以
降
は

竹
小
舞
下
地
搔
き
の
実
技
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。
真
竹
を
手
作
業
で
割

り
、
藁
縄
で
編
み
つ
け
る
作
業
を
体

験
し
、
土
壁
の
厚
み
に
応
じ
た
工
法

の
違
い
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
活
動
と
し
て
は
、
九
月

二
十
一
日
に
姫
路
城
三
の
丸
広
場
に

て
来
場
者
を
対
象
と
し
た
漆
喰
塗
り

体
験
の
指
導
を
行
い
、
若
手
技
能
者

を
中
心
に
多
く
の
会
員
が
協
力
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
十
一
月

二
十
二
日
・
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ

た
「
日
本
の
技
フ
ェ
ア
」
で
は
、
壁

に
関
す
る
展
示
や
竹
小
舞
掻
き
下
地

の
実
演
を
行
い
、
当
会
の
技
術
を
広

く
紹
介
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
行
事
が
無
事
に
終
了
で
き

ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
会
員
の
皆

様
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
実
施
す
べ
き
行
事
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
関
係
各
位
の
皆
様
に
は

当
会
の
運
営
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
当
会
が
所
属
す
る
一

般
社
団
法
人
文
化
財
修
理
技
術
保
存

連
盟
の
広
報
委
員
会
に
お
い
て
委
員

長
を
拝
命
し
、
材
料
高
騰
や
賃
金
上

昇
に
対
応
す
る
た
め
、
単
価
を
毎
年

更
新
す
る
制
度
へ
の
改
革
を
進
め
ま

し
た
。
ま
た
、
直
近
の
労
務
単
価
が

適
切
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
に
は
文
化

財
保
有
者
の
皆
様
が
修
理
に
関
す
る

情
報
を
検
索
し
や
す
く
な
る
よ
う
、

文
技
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
設
も
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
一
人
で
も
多
く
の
職
人

を
育
成
で
き
る
よ
う
、
待
遇
面
の
改

善
に
取
り
組
み
、
人
材
育
成
を
さ
ら

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
資
格
制

度
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
文
化
財
の

現
場
を
担
う
職
長
技
師
の
育
成
に
も

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
姫
路
城
漆
喰

塗
り
体
験
会
に
お
い
て
多
大
な
る
ご

協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
だ
参
加
さ
れ
て
い

な
い
会
員
の
皆
様
に
も
、
指
導
の
難

し
さ
と
楽
し
さ
を
ぜ
ひ
体
験
し
て
い

た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
地
方
で
伝
統
技
術
を
継
承
す
る

会
員
と
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
明
治
・
大
正
期
の
洋
風
建
築

物
が
新
た
に
文
化
財
指
定
を
受
け
る

動
き
も
あ
り
、
石
膏
彫
刻
や
人
造
洗

い
出
し
に
つ
い
て
も
研
修
で
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
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ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
な
ら
び
に
、
平
素
よ

り
本
会
の
活
動
に
多
大
な
る
ご
支
援

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
関
係
者
各
位
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
ご

活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
度
、
理
事
会
に
お
き
ま
し
て

皆
様
よ
り
ご
指
名
を
賜
り
、
副
会
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
前
任
の
中

嶋
副
会
長
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

そ
の
大
き
な
後
を
継
ぐ
こ
と
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
と
共
に
活
動

を
進
め
、
本
会
の
発
展
に
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
七
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、

六
月
一
日
の
定
期
総
会
（
一
般
社
団

法
人
全
国
文
化
財
壁
技
術
保
存
会
・

第
一
期
）
を
は
じ
め
、
七
月
の
中
級

筆
記
試
験
（
六
名
参
加
）、
八
月
の
初

級
研
修
基
礎
講
座
〈
前
期
〉、
九
月
の

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
、
十
月
の
初

級
研
修
基
礎
講
座
〈
後
期
〉、
十
一
月

の
「
日
本
の
技
フ
ェ
ア
」（
福
井
県
開

催
）
な
ど
、
年
間
行
事
を
無
事
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
本
年
度
は
上
級
試
験
も
実
施
し
、

い
ず
れ
の
事
業
も
皆
様
の
ご
協
力
の

も
と
滞
り
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
研
修
内
容
の
充
実
や
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
実
施
な
ど
、

よ
り
良
い
体
制
づ
く
り
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
後
と

も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
七
年
六
月
一
日
、
京
都
市
に

て
一
般
社
団
法
人
全
国
文
化
財
壁
技

術
保
存
会
第
一
期
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

来
賓
等
は
、
文
化
庁
文
化
資
源
活

用
課　

文
化
財
調
査
官
の
稲
垣
智
也

様
、
京
都
女
子
大
学　

家
政
学
部　

生
活
造
形
学
科
教
授　

鶴
岡
典
慶
様
、

昨
年
度
よ
り
顧
問
と
し
て
ご
指
導
い

た
だ
い
て
い
る
岡
山
理
科
大
学
名
誉

教
授　

建
築
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
・
特
胆
教
授　

江
面
嗣
人
様
の
三

名
に
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
。

　

定
時
総
会
で
は
、
令
和
六
年
度
事

業
報
告
及
び
収
支
報
告
、
令
和
七
年

度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
の

審
議
、
理
事
役
員
の
退
任
に
伴
う
選

任
を
行
い
原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
尚
、
新
役
員
に
は
浅
原
一
郎

氏
と
中
嶋
英
貴
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昨
年
度
入
会
さ
れ
た

新
会
員
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
期(

令
和
７
年
度)

総
会

副
会
長　

小
林
錦
四
郎

安達会長あいさつ顧問　江面氏あいさつ
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令
和
七
年
七
月
十
九
日
と
二
十
日

に
京
都
市
の
都
ホ
テ
ル
京
都
八
条
に

て
左
官
（
日
本
壁
）
伝
承
者
養
成
技

術
研
修
会　

中
級
筆
記
試
験
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
女
子
大
学
よ
り
鶴
岡
典
慶
様
、

伝
統
技
法
学
庵
よ
り
代
表
の
髙
品
正

行
様
、
岡
山
理
科
大
学
よ
り
当
会
顧

問
で
あ
る
江
面
嗣
人
様
の
三
名
に
講

左
官(
日
本
壁)

中
級
研
修
会(
筆
記
試
験)

師
と
し
て
お
越
し
い
た
だ
き
、「
技
術

者
の
心
得
の
文
化
財
建
造
物
の
修
理
」

「
日
本
壁
の
歴
史
」「
壁
保
存
修
理
の

原
則
・
施
工
上
の
留
意
点
」「
各
地
の

左
官
技
法
」
そ
れ
ぞ
れ
講
義
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
伝
承
者
と
は
技

術
だ
け
で
は
な
い
と
学
ぶ
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
三
名
の
講
師
か
ら
出

題
さ
れ
た
試
験
を
行
い
終
了
し
、
合

否
は
後
日
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

来賓　稲垣氏あいさつ来賓　鶴岡氏あいさつ

決議の様子

江面氏　講義

鶴岡氏　講義髙品氏　講義
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本
年
度
の
伝
承
者
養
成
技
術
研
修

会
・
初
級
研
修（
基
礎
講
座
）は
、前
期
・

後
期
あ
わ
せ
て
十
日
間
の
日
程
で
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
前
期
は
令
和
七

年
八
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
、

後
期
は
十
月
六
日
か
ら
十
日
ま
で
実

施
し
、
各
地
の
会
員
の
皆
さ
ま
を
中

心
と
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
多
大
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
充

実
し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

■
前
期
研
修

　
（
姫
路
・
三
木
・
堺
・
大
津
）

　

前
期
で
は
、
兵
庫
県
姫
路
市
の
日

本
城
郭
セ
ン
タ
ー
に
て
、
姫
路
市
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
部
文
化
財
課
の

福
田
剛
史
氏
よ
り
、
姫
路
城
修
復
を

例
と
し
た
文
化
財
保
全
に
関
す
る
講

義
を
受
講
し
た
後
、
現
在
も
修
復
が

進
む
姫
路
城
の
現
場
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
㈱
ス
ギ
タ
工
業
で
の
鏝

左
官(

日
本
壁)

初
級
研
修　

基
礎
講
座

製
造
工
程
の
見
学
、
宮
谷
製
作
所
宮

谷
中
氏
の
案
内
に
よ
る
三
木
市
金
物

資
料
館
の
見
学
、
大
阪
府
堺
市
の
㈱

北
正
商
店
で
の
苆
製
造
見
学
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
深
井
北
町
会
館
で

は
㈱
北
正
商
店
北
野
一
成
氏
、
㈱
丸

京
石
灰
鳥
越
宣
宏
氏
（
当
時
）
よ
り
、

苆
と
石
灰
に
関
す
る
講
義
を
受
け
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
滋
賀
県
大
津
市
の
㈲
津

田
左
官
工
業
所
に
て
、
津
田
弘
道
氏

に
よ
る
土
間
三
和
土
・
版
築
工
事
の

実
技
講
習
が
行
わ
れ
、
基
礎
技
術
へ

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

■
後
期
研
修

　
（
京
都
・
大
津
）

　

後
期
で
は
、
京
都
市
の
尾
崎
色
土

製
造
所
に
て
尾
崎
良
弘
氏
と
尾
崎
誠

氏
よ
り
土
製
造
の
工
程
を
学
び
、
㈱

浜
橋
組
建
材
で
は
土
採
取
の
現
場
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

文
化
財
見
学
と
し
て
は
、
㈲
安
達

左
官
店　

安
達
保
信
会
長
の
案
内
に

よ
り
黄
檗
宗
萬
福
寺
、
東
本
願
寺
、

渉
成
園
を
巡
り
、
㈲
京
壁
井
筒
屋
佐

藤　

佐
藤
ひ
ろ
ゆ
き
氏
の
案
内
で
二

條
陣
屋
を
見
学
し
ま
し
た
。
歴
史
的

建
造
物
の
構
造
や
意
匠
、
修
復
の
難

し
さ
と
そ
の
技
術
を
間
近
に
学
ぶ
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
技
研
修
で
は
、
前
期
に
続
き
㈲

津
田
左
官
工
業
所
に
て
、
津
田
弘
道

氏
の
指
導
の
も
と
、
小
舞
掻
き
と
チ

リ
箒
作
成
の
実
技
講
習
を
行
い
、
現

代
機
械
で
は
な
く
昔
な
が
ら
の
道
具

を
使
用
し
、
伝
統
技
術
の
基
礎
を
体

験
的
に
習
得
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
と
ご
協
力
に
よ
り
、
初
級
研
修
基

礎
講
座
を
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
昨
年
度
の
研
修
生
を

対
象
と
し
た「
初
級
研
修
・
応
用
講
座
」

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
引
き
続
き
、

伝
統
技
術
の
継
承
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

城郭研究センターにて福田氏の講義姫路城修復現場見学　集合写真
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㈱スギタ工業にて鏝製造見学三木市金物資料館見学

㈱北正商店にて苆製造見学深井北町会館にて北野氏の講義

深井北町会館にて鳥越氏の講義昨年度研修生の版築を解体調査

土間三和土の実技研修土間三和土
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安達会長からひふみ石を学ぶ三和土完成

版築の型枠版築の実技研修

津田副会長指導のもと版築施工型枠を外して仕上がり検査

版築の層前期研修　修了



（ 8）第 26 号

㈱浜橋組建材にて土採取場見学京都の土を触って確かめる研修生

尾崎色土製造所にて土製造見学試し塗りの様子

安達会長の案内のもと見学黄檗宗萬福寺にて集合写真

佐藤氏の案内のもと見学二條陣屋見学



（ 9） 第 26 号

東本願寺見学東本願寺にて集合写真

東本願寺外壁渉成園見学

渉成園見学渉成園塀

竹小舞掻きの実技研修浅原氏指導のもと茶室壁にも挑戦
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様々な壁の小舞掻きに挑戦小舞掻き

小舞掻き完成品後期研修　集合写真

シュロ縄でチリ箒作成津田副会長指導のもとチリ箒作成

チリ箒完成品後期研修　修了
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姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

　

令
和
七
年
九
月
二
十
一
日
、
壁
保

存
会
と
姫
路
市
と
の
共
催
事
業
と
し

て
、「
令
和
七
年
度　

姫
路
城
漆
喰
塗

り
体
験
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
姫
路
城
三
の
丸
広
場
に
お
い

て
、
修
復
工
事
で
実
際
に
使
用
さ
れ

て
い
る
漆
喰
を
用
い
、
平
壁
漆
喰
塗

り
お
よ
び
屋
根
目
地
漆
喰
塗
り
の
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
左

官
の
仕
事
や
漆
喰
に
関
す
る
解
説
、

道
具
や
材
料
見
本
の
展
示
も
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
年
も
多
く
の
来
城
者
の
皆
さ
ま

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
体
験
会
の
指

導
員
と
し
て
当
会
会
員
20
名
以
上
が

参
加
す
る
な
ど
、
大
変
活
気
あ
る
催

し
と
な
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
様

子
は
地
元
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

　

令
和
八
年
度
も
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
八
年
二
月
十
六
日
、
京
都
市

の
都
ホ
テ
ル
京
都
八
条
に
て
左
官（
日

本
壁
）
伝
承
者
養
成
事
業　

上
級
試

験
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
級
試
験

に
次
ぐ
新
た
な
段
階
と
し
て
、
本
試

験
は
今
回
が
初
め
て
の
実
施
と
な
り

ま
す
。

　

研
修
資
格
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、

後
継
を
育
て
る
技
術
者
の
更
な
る
育

成
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
上
級

試
験
は
、
よ
り
高
度
な
技
能
と
知
識
、

文
化
財
に
携
わ
る
者
と
し
て
の
理
解

が
求
め
ら
れ
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

合
格
者
に
は
上
級
技
能
認
定
者
と

し
て
の
登
録
手
続
き
を
ご
案
内
し
、

今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

　

本
事
業
で
は
、
今
後
も
伝
統
技
術

の
継
承
と
人
材
育
成
を
目
的
に
、
よ

り
充
実
し
た
研
修
・
試
験
制
度
の
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

左
官(

日
本
壁)

上
級
試
験　

論
文
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文
化
庁　

日
本
の
技
フ
ェ
ア

　

令
和
七
年
十
一
月
二
十
二
日（
土
）・

二
十
三
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
文

化
庁
主
催
「
日
本
の
技
フ
ェ
ア
」
へ
、

今
年
も
出
展
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
福
井
県
越
前
市
の
サ
ン
ド
ー

ム
福
井
に
て
「
福
井
お
宝
博
」
と
の

合
同
開
催
と
な
り
、
会
場
は
終
日
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
盛
況
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

壁
保
存
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
左
官

道
具
や
文
化
財
修
復
に
用
い
ら
れ
る

各
種
材
料
の
展
示
に
加
え
、
以
前
制

作
し
た
D
V
D
『
自
然
由
来
の
材
料

と
左
官
の
手
仕
事
』
の
映
像
公
開
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
竹
小
舞
掻
き

の
実
演
も
実
施
し
、
来
場
者
の
皆
さ

ま
に
伝
統
技
術
の
工
程
を
間
近
で
ご

覧
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
、
文
化
庁
よ
り
選
定
を

受
け
て
い
る
全
国
各
地
の
団
体
も
多

数
参
加
さ
れ
、
年
に
一
度
の
交
流
の
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文
化
庁
長
官
表
彰

当
会
よ
り
三
名
が
受
彰

場
と
し
て
大
変
意
義
深
い
催
し
と
な

り
ま
し
た
。

　

ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま

に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
、
伝
統
技
術
の
継
承
と
普
及

に
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
支
援
賜
れ
ま
し
た
ら
幸

い
で
す
。

　

永
年
に
わ
た
り
文
化
活
動
に
優
れ

た
成
果
を
挙
げ
、
日
本
文
化
の
振
興

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
を
た

た
え
る
「
文
化
庁
長
官
表
彰
式
」
が

令
和
７
年
12
月
17
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。

　

天
池
三
郎
さ
ん
（
中
島
左
官
㈱
）、

内
田
良
朋
さ
ん
（
中
島
左
官
㈱
）、
原

健
一
さ
ん
（
原
左
官
工
藝
）
の
３
名

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
会
会
員
よ
り
３
名
も
の
授
賞
者

が
選
出
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
り
、
長
年
に
わ
た
る
御

精
進
と
ご
功
績
に
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
。
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念

し
、
こ
こ
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
受
賞
を
契
機
に
、
当
会
と
し

て
も
伝
統
技
術
の
普
及
と
後
進
育
成

に
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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こ
の
度
、
全
国
文
化
財
壁
技
術
保

存
会
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

脇
坂
左
官
店
、
脇
坂
一
輝
と
申
し
ま

す
。

　

昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
壁

づ
く
り
の
伝
統
を
大
切
に
し
て
、
左

官
職
人
の
確
か
な
技
術
と
知
識
を
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
然
素
材
の
特
性
を
活
か
し
、
一

つ
一
つ
の
工
程
に
心
を
込
め
て
仕
上

げ
、
壁
が
持
つ
本
来
の
役
割
や
美
し

さ
を
学
び
た
く
、
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
何
卒
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
七
年
一
月
か
ら
十
二
月
に
入

会
さ
れ
た
会
員
の
紹
介
で
す
。

新
入
会　

会
員
紹
介

　

こ
の
度
全
国
文
化
財
壁
技
術
保
存

会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

㈱
深
町
左
建
の
深
町
徹
と
申
し
ま
す
。

　

日
々
の
仕
事
の
中
で
、
伝
統
や
技

術
、
知
識
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
て

お
り
、
皆
様
か
ら
多
く
を
学
ば
せ
て

頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
全
国
文
化
財
壁
保
存
会

に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
阿
部

左
官
業
の
阿
部
純
也
と
申
し
ま
す
。

原健一さん 内田良朋さん 天池三郎さん

■
脇
坂
一
輝
（
脇
坂
左
官
・
滋
賀
）

【
第
二
種
準
会
員
】

■
深
町
徹
（
㈱
深
町
左
建
・
福
岡
）

■
阿
部
純
也(

阿
部
左
官
業･

滋
賀
）
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全
国
の
伝
統
工
法
を
重
ん
じ
る
会

員
様
と
の
交
流
・
研
修
を
通
じ
ま
し

て
自
己
の
研
鑽
に
励
み
た
い
と
思
い
、

今
回
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

歴
史
あ
る
左
官
の
伝
統
工
法
を
後

世
に
一
つ
で
も
多
く
残
せ
る
よ
う
に

努
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
所
存
で
す
。

　

若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
卒

御
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
以
前
か
ら
入
会
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
全
国
文
化
財
壁
技

術
保
存
会
に
入
会
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
萩
平

左
官
店　

萩
平
雄
彦
で
す
。

　

数
年
前
か
ら
有
形
文
化
財
の
修
繕

工
事
を
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

近
日
は
壁
竹
下
地
を
先
輩
に
指
導
を

し
て
も
ら
い
、
竹
を
割
り
縄
で
編
む

貴
重
な
体
験
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

入
会
一
年
目
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

こ
の
度
、
全
国
文
化
財
壁
技
術
保

存
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
和
匠
の
小
川
和
也
と
申
し
ま
す
。

　

日
々
、
職
人
と
し
て
左
官
仕
事
に

携
わ
る
中
で
、
伝
統
技
術
の
奥
深
さ

や
正
し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け

る
こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。
現
場
で
は
経
験
と
勘
に
頼

る
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
正
し

い
技
術
を
学
び
、
守
り
、
次
の
世
代

へ
繋
げ
て
い
く
こ
と
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
私
事
に
よ
り
、
改
め
て

「
協
賛
会
員
」
と
し
て
入
会
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

立
場
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
左
官

壁
を
伝
承
し
て
い
く
た
め
に
不
可
欠

な
石
灰
・
の
り
・
す
さ
等
の
産
地
や

製
造
現
場
を
巡
り
、
生
産
者
が
伝
え

継
ぐ
こ
と
を
支
援
す
る
活
動
は
生
涯

続
け
て
い
く
所
存
で
す
。
私
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
が
皆
様
の
一
助
と
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

今
後
も
変
わ
ら
ず
、
研
修
や
行
事

等
を
通
じ
て
皆
様
を
お
手
伝
い
し
て

参
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
職
人
の
姿
を
描
い
た

絵
巻
に
は
、
作
業
風
景
だ
け
で
な
く
、

当
時
の
現
場
で
交
わ
さ
れ
た
『
声
』

ま
で
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
「
や
れ
〻
う
ば
ら
よ　

家
に
て
鏝
猶

と
り
て
こ　

壁
の
大
工
ま
い
り
て
候

　

下
地
と
く
し
て
候
は
ば
や
」

　

現
代
語
に
訳
す
と
「
お
い
お
い
、

人
々
よ
。
家
に
あ
る
鏝
を
さ
ら
に
取

っ
て
き
て
お
く
れ
。
壁
塗
り
の
大
工

絵
巻
か
ら
見
る
現
場
の
声

■
鳥
越
宣
宏
（
一
般
社
団
法
人

　

伝
統
素
材
伝
承
支
援
協
会･

京
都
）

【
協
賛
会
員
】

■
荻
平
雄
彦(

荻
平
左
官
店･

滋
賀
）

■
小
川
和
也
（
和
匠
・
滋
賀
）
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保
存
会
ホ
ー
ム
ペ
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事
務
局
Ｅ
メ
ー
ル

info@
kabehozonkai.or.jp

編
集
だ
よ
り

（
左
官
）
が
来
て
い
る
の
だ
。
下
地
を

早
く
準
備
し
た
い
。」
と
読
み
取
れ
ま

す
。

　

短
い
文
章
で
す
が
、
現
場
の
空
気

を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
職
人

だ
け
で
な
く
周
り
の
人
々
も
作
業
を

手
伝
い
、
協
力
し
て
家
を
建
て
て
い

た
時
代
、
道
具
も
材
料
も
す
べ
て
人

の
手
で
運
び
、
人
の
段
取
り
で
進
ん

で
い
た
時
代
。
こ
の
一
言
か
ら
、
職

人
た
ち
の
息
づ
か
い
と
、
仕
事
を
支

え
る
「
段
取
り
」
の
大
切
さ
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

　

現
代
の
修
復
現
場
で
も
、
段
取
り

の
良
し
悪
し
が
仕
事
の
質
を
左
右
す

る
の
は
同
じ
で
す
。
古
い
絵
巻
に
残

さ
れ
た
声
は
、
今
の
私
た
ち
に
も
大

切
な
こ
と
を
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

　
（
出
典
：
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
和
国
諸
職
絵
つ

く
し
」）

日
に
開
催
予
定
で
す
。
詳
細
は
改
め

て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
予

定
に
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

事
務
局
で
は
、
会
報
誌
に
掲
載
す

る
記
事
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も
ぜ
ひ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
今
回
原
稿
を
ご
提
供
い

た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
度
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
・
事
務
局
）

か
っ
た
皆
様
に
は
大
変
心
苦
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
事
業
規
模
の
都
合

上
、
ど
う
か
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。

　

ま
た
「
研
修
を
一
通
り
受
け
る
と
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
以
外
に
関
わ
る
機
会

が
少
な
い
」
と
い
う
お
声
を
受
け
、

令
和
８
年
度
よ
り
人
数
制
限
は
ご
ざ

い
ま
す
が
会
員
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
る
講
習
会
を
新
た
に
開

催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

見
学
に
つ
き
ま
し
て
は
人
数
制
限
を

設
け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
多

く
の
皆
様
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

講
習
会
で
は
会
員
の
皆
様
か
ら「
受

講
し
た
い
技
術
」「
腕
を
磨
き
た
い
技

術
」
を
募
集
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
修

で
は
網
羅
で
き
な
か
っ
た
内
容
も
対

象
に
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ベ
テ

ラ
ン
か
ら
若
手
職
人
ま
で
、
世
代
を

超
え
て
技
術
を
磨
き
合
え
る
場
と
し

て
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
度
の
総
会
は
５
月
31

　

昨
年
は
研
修
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
、
会
員
の
皆
様
よ
り
大
変
お
力
添

え
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
と
し
て
法
人
化
を

行
っ
て
か
ら
、
早
く
も
二
年
が
経
ち

ま
し
た
。
こ
の
一
年
は
会
員
証
・
資

格
証
の
発
行
、
５
月
に
は
新
し
い
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
の
分
野
で
は
２
月
に
中
級
試
験

に
続
く
上
級
試
験
が
実
施
さ
れ
る
な

ど
、
法
人
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
計
画

し
て
い
た
事
業
が
、
よ
う
や
く
す
べ

て
動
き
出
し
た
節
目
の
年
と
な
り
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
皆
様
の
ご
協
力
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
改
め
ま
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
会
員
数
も
増

え
、
研
修
へ
の
参
加
希
望
の
声
も
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
初
級

研
修
で
は
定
員
の
約
三
倍
の
お
申
込

み
を
い
た
だ
き
、
受
講
い
た
だ
け
な

壁保存会 Instagram



　

明
治
38
年
に
建
て
ら
れ
た
旧
三
笠

ホ
テ
ル
は
、
日
本
人
の
手
に
よ
る
本

格
的
な
木
造
洋
風
建
築
と
し
て
高
い

歴
史
的
価
値
を
持
つ
建
物
で
す
。
今

回
の
保
存
修
理
工
事
で
は
、
文
化
財

と
し
て
の
意
匠
と
素
材
を
守
り
な
が

ら
、
現
代
の
安
全
基
準
に
適
合
さ
せ

る
と
い
う
課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

内
部
の
漆
喰
壁
は
、
可
能
な
限
り

既
存
の
材
料
を
残
す
方
針
の
も
と
、

下
地
の
状
態
を
一
か
所
ず
つ
丁
寧
に

確
認
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

吹
き
抜
け
の
中
央
階
段
に
あ
る
大
壁

で
は
、
全
面
に
イ
グ
サ
を
貼
り
、
そ

の
上
か
ら
尺
ト
ン
ボ
で
伏
せ
込
む
工

法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法

は
ひ
び
割
れ
や
剥
離
を
防
ぎ
、
東
日

本
大
震
災
で
も
耐
震
性
が
確
認
さ
れ

た
実
績
の
あ
る
も
の
で
す
。
文
化
財

で
あ
っ
て
も
「
安
全
に
長
く
使
い
続

け
ら
れ
る
建
物
」
で
あ
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
、
最
適
な
素
材
と
工
法
を

選
び
ま
し
た
。

　

旧
三
笠
ホ
テ
ル
は
洋
風
建
築
特
有

の
ア
ー
ル
形
状
な
ど
曲
面
が
多
く
、

職
人
に
は
高
度
な
技
術
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
下
地
の
浮
き
や
腐
朽

の
程
度
が
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
対
策
が

必
要
と
な
り
、
難
易
度
の
高
い
作
業

が
続
き
ま
し
た
。

　

歴
史
的
意
匠
を
守
り
な
が
ら
現
代

の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
文

化
財
修
理
に
お
け
る
重
要
な
使
命
で

す
。
今
回
の
工
事
に
は
壁
保
存
会
の

会
員
も
複
数
参
加
し
て
お
り
、
伝
統

的
な
左
官
技
術
を
次
世
代
へ
継
承
し

て
い
く
責
任
を
改
め
て
感
じ
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

重
文
・
旧
三
笠
ホ
テ
ル

　

建
造
物
保
存
修
理
工
事

　
　

㈱
あ
じ
ま
左
官
工
芸
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全国文化財壁技術保存会　技術継承のあゆみ
1993年

1994年

1995年

1996年

1997年

1998年

1999年

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

2024年

2025年

第1回研修会（奈良県）　　　　　　文化財壁保存研究会発足

第2回研修会（滋賀県彦根市）

第3回研修会（京都府京都市）

第4回研修会（京都府京都市）

第1回技術研修会（兵庫県姫路市）

第2回技術研修会（愛知県江南市）

第3回技術研修会（京都府宇治市）　全国文化財壁技術保存会と改称

第4回技術研修会（京都府宇治市）

第5回技術研修会（京都府宇治市）

第6回技術研修会（兵庫県姫路市）

第7回技術研修会（兵庫県姫路市）　姫路市教育委員会と覚書を締結

初級研修基礎講座（第1期生）　　　選定保存技術保存団体として認定

初級研修基礎講座（第2期生）

初級研修普通講座（第1期生）

初級研修普通講座（第2期生）

初級研修基礎講座（第3期生）

初級研修基礎講座（第4期生）

初級研修普通講座（第3期生）

初級研修普通講座（第4期生）

初級研修基礎講座（第5期生）

初級研修基礎講座（第6期生）　・中級筆記試験（第1期生）

初級研修普通講座（第5期生）　・中級実技試験（第1期生）

初級研修普通講座（第6期生）　・中級筆記試験（第2期生）

初級研修基礎講座（第7期生）　・中級実技試験（第2期生）

初級研修基礎講座（第8期生）　・中級筆記試験（第3期生）

初級研修普通講座（第7期生）

初級研修普通講座（第8期生）

初級研修基礎講座（第9期生）　・中級実技試験（第3期生）

初級研修基礎講座（第10期生） ・中級筆記試験（第4期生）

コロナ禍の為未開催

コロナ禍の為未開催

初級研修普通講座（第9期生）

初級研修普通講座（第10期生） ・中級実技試験（第4期生）

初級研修基礎講座（第11期生） ・中級筆記試験（第5期生）

法人化を行い、一般社団法人全国文化財壁技術保存会となる

初級研修基礎講座（第12期生） ・中級筆記試験（第5期生）・上級試験



研修修了・試験合格者数一覧

（ 1 9） 第 26 号

上級試験合格者人数（合格証書発行年)

第1期生 2026年発行予定 論文試験2025年 3　名(予定)

初級研修修了者人数（修了証書発行年)

第1期生

第2期生

第3期生

第4期生

第5期生

第6期生

第7期生

第8期生

第9期生

第10期生

2004年発行

2005年発行

2009年発行

2010年発行

2013年発行

2014年発行

2017年発行

2018年発行

2023年発行

2024年発行

基礎講座2002年

基礎講座2003年

基礎講座2006年

基礎講座2007年

基礎講座2010年

基礎講座2011年

基礎講座2014年

基礎講座2015年

基礎講座2018年

基礎講座2019年

普通講座2004年

普通講座2005年

普通講座2008年

普通講座2009年

普通講座2012年

普通講座2013年

普通講座2016年

普通講座2017年

普通講座2022年

普通講座2023年

7　名

7　名

5　名

7　名

5　名

5　名

8　名

6　名

7　名

5　名

初級研修修了生　総計※ 62　名

※退会者含む

中級試験合格者人数（合格証書発行年)

第1期生

第2期生

第3期生

第4期生

2013年発行

2015年発行

2017年発行

2025年発行

筆記2011年

筆記2013年

筆記2015年

筆記2019年

実技2012年

実技2014年

実技2018年

実技2023年

5　名

8　名

6　名

10　名

中級試験合格者　総計※ 29　名

※退会者含む



一般社団法人全国文化財壁技術保存会　会員名簿一般社団法人全国文化財壁技術保存会　会員名簿

第
１
種
正
会
員

第
２
種
正
会
員

賛
助
会
員

第
２
種
準
会
員

協
賛
会
員

1

2

3

4

5

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

32

33

34

38

39

40

41

46

山脇　一夫

中嶋　英貴

津田　弘道

小林錦四郎

安達　明宏

田代　剛一

佐藤ひろゆき

小林　常司

加藤　正幸

石動　嘉信

木津　惠雄

太田　勝之

原　　健一

𠮷村　　誠

原田　正志

塩谷　洋晴

宮谷　邦夫

村樫　太郎

北野　一成

㈱みなみもり

山正左官

清川左官工業㈱

脇坂左官店

鳥越　宣宏

兵庫県姫路市

愛知県江南市

滋賀県大津市

和歌山県
有田郡湯浅町

京都市下京区

京都市下京区

京都市上京区

京都市中京区

三重県伊賀市

石川県金沢市

京都市東山区

香川県三豊市

和歌山県和歌山市

東京都中野区

山形県山形市

愛知県半田市

兵庫県三木市

栃木県佐野市

大阪府堺市

兵庫県淡路市

三重県鈴鹿市

香川県東かがわ市

滋賀県東近江市

京都市右京区

㈱山脇組

中島左官㈱

㈲津田左官工業所

小林左官店

㈲安達左官店

㈲田代千治店

㈲京壁井筒屋佐藤

左司

しゃかんかとう屋

㈱イスルギ

木津工業所

㈱おおた左官

原左官工藝

𠮷村興業㈱

㈱原田左官工業所

大和左官

宮谷製作所

村樫石灰工業㈱

㈱北正商店

雨松　宏樹

山口正太郎

清川　　薫

脇坂　一輝

(一社)伝統素材
伝承支援協会

代表者名(所属先) 住所会員名

6

7

8

9

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

35

36

37

42

43

44

45

浅原　一郎

石田　　均

阿嶋　一浩

松本　　勉

田中　昭義

荒木富士男

光増　健二

宮奥　淳司

白石　博一

小倉　道生

大橋　和広

松本　祐二

加藤　祐一

原田　　進

平賀　晃司

尾﨑　良弘

鳥越　基克

田中　克也

深町左建

阿部左官業

萩平左官店

和匠

京都市山科区

香川県さぬき市

東京都葛飾区

高知県安芸市

京都市西京区

福岡県那珂川市

広島県広島市

奈良県宇陀市

茨城県古河市

岐阜県瑞浪市

福島県伊達市

静岡県御前崎市

埼玉県日髙市

大分県日田市

広島県東広島市

京都府伏見区

大分県津久見市

高知県南国市

福岡県久留米市

滋賀県米原市

滋賀県彦根市

滋賀県近江八幡市

㈱しっくい浅原

石田左官工業

㈱あじま左官工芸

㈲左官松本組

田中昭義左官㈱

㈱富士工舎

光増左官

宮奥左官工業

壁左匠しらいし㈱

㈱小倉左官店

大橋左官

㈱松本工業

加藤左官店

㈱原田左研

平賀左官

尾﨑色土製造所

㈱丸京石灰

田中石灰工業㈱

深町　　徹

阿部　純也

萩平　雄彦

小川　和也

代表者名(所属先) 住所会員名

〒483-8104　愛知県江南市力長町大当寺128番地　センターランドビル6階 中島左官㈱内
TEL：0587-59-8000　FAX：0587-54-9090　E-Mail：info@kabehozonkai.or.jp

〈 事　務　局　〉
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※第２種準会員は個人会員 2025年度現在


